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▼キーの確認方法の説明

製作したアプレットをクリックす

るとそのアプレットのセッティン

グ画面に移行し、下にスクロール

できるようになります。

「Your webhook URL」という箇所

があるので、

「～KEY/」より下の部分を

本体基板のIFTTT設定の

「IFTTT KEY」にセットしてくだ

さい。

▼イベント名の確認方法の説明

IFTTT(イフト)という、異なるWebサービス同士を連携するWebサ

ービスに接続するための設定を行います。

設定を行う前に下記項目の準備が必要です。

※ での登録が必要です

※登録にはメールアドレス／クレジットカードが必要です

ダウンロード先

電子メールで通知を送るには本機に「IFTTT」上で作成されたア

プレットの「イベント」名と「キー」コードを設定する必要があ

ります。IFTTTにログインして、製作したアプレットの「イベン

ト」名と「キー」コードを、「KITA-40 ホーム画面」->「IFTTT

設定」から設定してください。

アプレットが作成されていると

図のようにログインしたトップ

ページ「My Applets」に表示さ

れます。イベント名は赤枠内の

名称になります。

例では "TEST01" です

この場合は「IFTTT Event」に

TEST01 と入力します。

"抜き取った文字列を本機のIFTTT設定の

「IFTTT Key」に入力してください。

手入力ではなく、コピー&ペースト(貼り付け)で行うことをお

奨めいたします。

最後に「設定する」をタップすれば、本機の内部に保存され設

定が反映されます。

Wi-Fiモジュールのリセット[SW3]は不要です。

何も記載しなくても

使用可能です。

IFTTTで作成した

対象のアプレットの

イベント名を記入

例「TEST01」

IFTTTで作成した

対象のアプレットの

「キー」を記入

例「l9******190z」

対象が「Connected」

になっていることも確認

https://www.kyohritsu.jp/eclib/WONDERKIT/

MANUAL/kita40-ifttt-2r0.pdf

以降の設定ではIFTTTの登録やIFTTTの

[If(Webhooks)->Then(Email)]で連携されたアプレットが作成されてい

る想定で記載されています。

IFTTTのURL 「 https://ifttt.com/ 」

IFTTT KEYは

、 などは特に注意してよ

く確認してください。

※「IFTTT Vaue1」は何も記載しなくても使用できます。

記載する場合は次項「Value1の設定について」確認の上、記載く

ださい。

※「IFTTT SETURL」は設定した「イベント」と「キー」から自動

生成されるもので直接編集はできません。

(webリクエスト先の確認用)

2025.03.31に「LINE Notify」のIFTTT連携サービスが終了することによ

り通知方法が「LINE」->「電子メール」に変更されました。

IFTTTのアプレット側の作成方法が大幅に変更となりました。

本文説明書「Ｐ６～Ｐ７」はこちらの補足説明書の内容で置き換えてい

ただきますようお願いいたします。

19xxxxxxxxxxxx190z

のみ抜き取る
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Emailの送信時に"Value1"に設定した値を本文に反映させるこ

とができます。複数の本機を使用し個体識別する場合や特定の

メッセージを追加したい場合などにご使用ください。

"Value1"は下記のIFTTTの「Email」設定内で反映されます。

アプレット表示の

枠内の任意の場所を

クリック

赤丸内

"Settings"の箇所をクリック

設定が正しく行われ、電子メールで通知が届くかテストをしま

す。テストは「セットモード」で行います。「セットモード」で

起動しているか確認してください。

「Then」の箇所をクリック

S I O

「S」の位置へ

・セットモードの起動手順

□モード切替スイッチ[SW1]を[S]セ

ットモードにしてください。

□本機の電源を接続してください。

□LD3[STA]が点滅の後、点灯、

LD4[A.P]が点灯しているか確認し

てください。

正しく起動しない場合は電源を一旦

外してみてください。(5秒以上待っ

て再度電源ON)

STA[LD3],A.P[LD4]が消灯、またER[LD2]が点灯のままの場合

はWi-Fiネットワーク上で何らかのエラーが発生している可

能性があります。

Wi-Fiモジュールリセットスイッチ[SW3]を押しても復帰しな

い場合は、本機の設定、Wi-Fiネットワーク上に障害が発生

していないかなどをご確認ください。

LD3[STA]緑

点滅→点灯 LD4[A.P]赤

点灯

SW2[Tx TEST]

通知テストスイッチ[SW2]を押すと

荷物を検知したときと同じ動作が行

われ、電子メールで通知されます。

※IFTT Tの仕様で連投はできませ

ん。(数分間空ける必要あり)

設置場所で運用する場合はモード切替スイッ

チ[SW1]を「O」の位置にセットし電源を入れ

ます。(BAT[LD5]が一瞬点灯します)

・ある程度の大きさの物体(25×25mm以上)を設定した距離内に

なるように超音波センサーの前に置きます。

・約5分ごとにBAT[LD5]が点滅し計測。(1回目検知)

物体が検知された場合は待機時間は４秒になり、

SENS[LD1]が点滅して待機モードに入ります。

・4秒後にBAT[LD5]が点滅し計測。(2回目検知)

物体検知が続いているので待機時間は４秒になり、

SENS[LD1]が点滅して待機モードに入ります。

・4秒後にBAT[LD5]が点滅し計測。(3回目検知)

SENS[LD1]が点滅します。

その後、「A.P」「STA」「ER」ランプが全点灯しWi-Fi接続が

始まります。(3回連続検知で通知)

Wi-Fi接続が成功すれば「STA[LD3]」が点灯し通知を行いま

す。失敗すれば「ER[LD2]」が点灯したり「STA[LD3]」が消灯

したりする場合があります。正常に通知しても失敗しても約30

秒で元の待機状態に戻ります。この後、物体検知が続いていて

も待機時間は、5分ごとに戻ります。

S I O

編集後は最下部の「Update action」をタップすると設定が保存

されます。画面が切り替わった後、「Update」をタップしてアプ

レット自体を保存、設定の反映を行ってください。

例として

本機のIFTTT設定の

"IFTTT Value1"に

"TES"と設定します。

※Webhooksから転送される"Value1"の値は半角英数文字のみ有効

です。 また空白を入力し

た場合は以降の文字が削除されますのでご注意ください。

例のように設定した場合、メール本文内には以下のように反映さ

れます。

[運用時は「O」に]

省電力のため通常は待機状態になります。約5分ごとに起動し超

音波センサーで測定しますので運用(待機中)時はLEDは点灯しま

せん。約5分ごとの起動時には、BAT[LD4]赤が点滅します。

Subjectは

メールの表題となりま

す。ここには日本語を入

力できるので「置き配検

知」と書き換えるとわか

りやすくなります。

Bodyは

メール本文です。

「Value1」の箇所は本機

の基板側での設定が反映

されます。

正常に動作すると電子メール

が送信されます。

※IFTTTの状態により通知が

遅延する場合があります。

差し出し人 件名


